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NTTが考える次世代のスマートシ
ティを支える基盤が街づくり DTC

だ。街で提供されるサービスごとに
構成されるデジタル・ツイン（以下、
DT）と、それらを連鎖させるデジタ
ル・ツイン・コンピューティング（以
下、DTC）により、個々の DT単位
での最適化を超えた街区全体の最適
化を実現することで新たな価値の提
供を目指している。（図１）
「エネルギー、小売り、不動産、

モビリティなどの様々な産業ドメイ
ンにより構成される街区は、新たな
街づくりに向けて DTCによる価値
創造が期待できる分野だと考えてい

ます。」（神谷氏）
Cデ Pによる研究開発と平行し、

NTTグループで街づくり事業を担う
NTTアーバンゾリューションズが中心

NTT コンピュータ＆データサイエンス研究所（以下、CD 研） スマートデータサイエンス研究プロジェクト（以下、C デ P）
は、実問題を起点にしたデータからの価値創出に取り組んでいる。本稿では C デ P によるスマートシティ実現に向けた“街
づくり DTC”の研究開発と実証の取組について紹介する。

2 スマートシティ

アーバンネット名古屋ネクスタビルにおける
「街づくりDTC®」の実証

NTT コンピュータ＆データサイエンス研究所
スマートデータサイエンス研究プロジェクト

（左から）グループリーダ　神谷 正人氏、主任研究員　秦 崇洋氏

研究主任　朝日 大地氏、星野 安泉氏
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自動化 
効率運用 

過ごしやすさ 

コスト削減 

寄り添った 
サービス提供 

SDGs 
省エネ・フードロス

…

仮　想　空　間 現　実　空　間 価　値 

 
 
 
 

P 

人
スマホ、

ウェアラブルetc

建物設備
空調、EV、
掃除etc

 

フィジカル
インフラ
ロボット、
ドローンetc

 
 

各種センサ
カメラ
AI、認証etc

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

最適化 
リクエスト 

データ交流プラットフォーム

環境・モノのデータ 人のデータ 

 
 
 
 
 

理DT 
 

街づくりDTC基盤 

DB 

DT

 
 
 
 
 

DT 
 

 
 
 
 
 

モビリ
ティDT 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

けDT 

地図 
人流 
交流 

エネルギー 
移動設備 
清掃 

顧客体験 
オペレーション 
混雑分散 

仕入れ 
配膳量 

プライシング 

健康状態 
購買嗜好 
行動傾向 

予
測 

最適化 
予測 

最適化 
予測 

最適化 
予測 

最適化 
予測 

最適化 
予測 

データベース

4Dデジタル基盤

DTC 

共通 
DT 

街区管理 
DT 

店舗運営 
DT 

飲食
フードロスDT

 
 

個人
サービスDT

 
 新規 

 
 
 
 
 

理DT 
 

エリア割当 
設備割当 
物品供給 

最適化 
予測 

テナント 
管理DT

配置 
配車割当 
経路 

モビリティ 
DT 

新規

データ収集 

全体最適化(デジタルツイン間の連鎖機能)

価値 
提供 
サービス 全体最適化済 

レスポンス 

… オフィス  
行動支援街区管理 店舗 

運営支援 モビリティ テナント 
運営管理 健康管理 

… … … … … ……

… … … … … … …

顧
客
接
点
ア
プ
リ

図 1　街づくりDTC のアーキテクチャ
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となり、街づくりDTCを実用化する取
り組みも進められている。本稿では個
別 DTによる価値提供の取り組みを紹
介し、それらが連鎖することによる新
たな価値について具体的に進めてい
る実証実験の概要を紹介する。

空調最適化（街区管理DT）
電力消費が多い大規模ビルの空調
機器を適切に制御し、省エネと快適
性向上を実現する取り組みを進めてい
る。ビルの広い空間では空調の設定
温度に室温が近づくまでのタイムラグ
が大きい。そこで来館者の数と運動
量を予測する技術、また少量の過去
データから誤差 1℃以内で室温を予測
する技術を開発した。これらの予測に
基づき、深層強化学習により時間ごと
の最適な設定温度を算出する。設定
温度を算出するだけなので、従来の
空調機器をそのまま利用可能だ。
「都内のある施設で実施した実証
実験では、従来の空調制御と比較し
消費エネルギーの約 51%削減を達成
しました。温度や湿度などから算出
する快適性指数（PMV）により、快
適性も維持できることが確認されま
した。今後は同じ室内でも人により
異なる快適性をそれぞれ満たすよう
な制御の実現を目指します。（秦氏）
ロボット配送（モビリティ DT）
自律型ロボットを使い効率的に商
品を配送するため、最適な配送ルー
トを算出する技術を開発している。こ
の技術を使い、NTTアーバンソリュー
ションズが NTT都市開発と開発した
“アーバンネット名古屋ネクスタビル”
において、1階 ,地下 1階の飲食店
から 4～19階のオフィスへ商品を配

送する実証実験を行っている。
「過去データから学習して混雑状
況を予測し、ロボットが混雑に巻き
込まれ止まることなく走行できる最
適なルートを算出します。実証実験
では、モバイルオーダ専用のアプリ
で注文すると、自律型ロボットがビ
ル内の飲食店から指定の場所へご要
望の時間帯にあわせて効率的に商品
をお届けします。時間による条件の
変化、届け先に応じた最適なロボッ
トの選択などの課題についても対応
を進めています。」（秦氏）
フードロス削減（飲食フードロスDT）
社会問題となっているフードロス
の削減に向け、来店者数とメニュー
ごとの販売数を予測し仕入れ量を最
適化するほか、画像認識により皿上
の食べ残しを識別し、メニュー改善
につなげる取り組みを進めている。
昨年、NTTの社員食堂で実施し
た実証実験では、来店者数／販売数
の予測を行い食堂事業者による調理
量の決定に活用された。その結果、
事前調理数を調整することで一部の
メニューでは食材の残りが 78%削
減されたという。
「実証システムでは、食べ残しが
多いメニューのランキングも表示さ
れます。食べ残しを把握し、付け合
わせメニューの改善や個人の趣向に
あわせた付け合わせへの変更によ
り、更なるフードロス削減につなが
ると考えています。」（神谷氏）
おもてなし（個人サービスDT）

NTTが目指す人や環境の状態を
把握し快適な日常体験を可能にする
スマートシティの実現の第一段階と
して、個人の嗜好を推定することで
ランチメニューをレコメンドする取
り組みを行っている。

あらかじめ登録するプロファイル
や街区における行動ログと店舗の混
雑状況、商品の余剰状況などを掛け
合せることによって、そのとき・そ
の人に合うランチメニューを提案す
る仕組みを具現化した。
2021年から都内の商業ビルにお
いて、NTTグループの社員数百人
を対象に実証実験が行われており、
これまでのレコメンドによる送客効
果は 5 ～ 10％程度であるという。

NTTが街づくりDTCで目指して
いるのは、DT単独での価値提供で
はなく、それらを連携させ街の価値
を最大化することだ。たとえば、個
人サービス DTによりユーザの食嗜
好にあったランチメニューをおすすめ
するが、店舗混雑が予想される場合
にはモバイルオーダ DTと連鎖させ
ることで、ロボット配送を比較的利用
する人にモバイルオーダ利用をおす
すめして店舗の売り上げ向上に寄与
したり、フードロス DTで予測した店
舗の販売数と現状の乖離をみなが
ら、個人サービス DTが嗜好に合う
利用者におすすめメニューとして提
示する優先度を高めてフードロス解
消に寄与することが実現できる。

DTの連鎖に関する課題を、秦氏
は次のように述べている。
「各ドメインの DTは異なる目的
や指標を持っています。DTが独立
して動作するとそれらが競合する可
能性があります。たとえばランチメ
ニューのレコメンドによりロボット

DTによる価値提供の実例

DTを連鎖させるDTCにより
街の価値を最大化

連鎖による価値提供の実現に
向けた課題
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配送を求めるユーザが増えすぎる
と、すべての注文に応じることがで
きません。同様にレコメンドにより
特定の店舗にユーザが集中すると、
他の店舗では来店者が減りフードロ
スが増える可能性があります。逆に
フードロス削減を優先してレコメン
ドすると、好みに合わず満足度が下
がるかもしれません。DTが増える
ほどこうした矛盾が生じやすくなり
ます。DTそれぞれの目的達成を図
りつつ、なるべく競合が起きないよ
う調整する必要があります。」

DT連鎖の効果を検証するため、
本年 2月よりアーバンネット名古屋
ネクスタビルにおいて、実例として

挙げた空調最適化（街区管理 DT）、
ロボット配送（モビリティDT）、フー
ドロス削減（飲食フードロス DT）、
おもてなし（個人サービス DT）の
４サービスを連鎖させる実証実験を
進めている。実証実験では、ビル内
のオフィスワーカを対象におすすめ
のランチ等が提示されるアプリを配
布し、ビル内の飲食店などのテナン
トの協力のもと実際のフィールドに
おける連鎖効果を確認する。
具体的には、例として記載した、
個人サービス DTと飲食フードロス
DTの連鎖によるフードロス解消、
個人サービス DTとモビリティ DT

の連鎖による配送ロボットの利用促
進・店舗売上向上の実証などが計画
されている。今回の実証実験におい
ては、個人サービス DTが推定した

全実証参加者のランチ推薦候補から
実際の販売数との乖離やロボットの
予約状況に応じた優先度を決定し、
全参加者のレコメンドの組み合わせ
を生成することで実現する。フード
ロス DTの予測との乖離が大きく
フードロスの可能性が高い商品を好
むユーザ、ロボット配送対象商品を
好むユーザに対して、その商品が選
択されるようにアルゴリズムを動作
させる。このように個別 DTの連鎖
により価値を最大化させる仕組みに
なっている。
参加者には前日の予測から生成し
た推薦候補が出社時に提示される。
一般的な昼食時間帯の前後の状況変
化に応じて部分的な修正を行い、最
適な組合せを都度再生成してアプリ
に提示をすることで、現実に発生し
た予測との乖離に対応することも可
能である。

「街づくりDTC」では、上記で示
した複数の DTの連鎖により、１つの
DTでは実現できない価値を街区の
オフィスワーカなどに提供することを
目指し、便利で快適な新たな街づく
りに貢献していく。
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